
硤合先生，このたびはノーベル化学賞のご受賞，誠
におめでとうございます。これまでも数々の著名な
先生方が受賞されてきたノーベル化学賞ですが，私
にとってこれほど身近な先生が受賞されるのは初め
てのことで，驚きとともに大きな喜びを感じており
ます。東京理科大学に勤務していた頃は，学科こそ
異なりましたが，同じ有機化学分野ということもあ
り，折に触れてご一緒する機会がありました。いつ
もにこやかに接してくださった先生のお姿が，今も
強く印象に残っております。先生のご受賞を心より
お祝い申し上げますとともに，今後ますますのご活
躍をお祈りしております。これからもご指導のほど，
どうぞよろしくお願いいたします。
沓村憲樹（筑波大学）

硤合憲三先生，このたびはノーベル化学賞のご受賞，
誠におめでとうございます。私は現在高校生で，こ
れまで触媒に関する研究に少し触れ，現在は医薬品
への応用を目指した有機化学の研究に取り組んでい
ます。その中で，同じ分子式をもつ分子であっても
立体構造の違いによって性質や生体への作用が大き
く変わることを学び，不斉分子をつくり分けること
の重要性を実感してきました。そのため，硤合先生
の不斉自己触媒反応の研究，そして今回その研究が
世界的に評価されたことを，化学を学ぶ 1人の高校
生として大変嬉しく感じています。基礎化学におけ
る 1つの発見が，生命のホモキラリティという根源
的な問いにまでつながっていくことにも強く惹かれ
ました。今回のご受賞を励みに，私も目の前の化学
現象への疑問を大切にしながら研究を続けていきた
いと思います。心よりお祝い申し上げます。
依田千尋（芝浦工業大学柏高等学校）

ノーベル化学賞受賞おめでとうございます。
郡司天博（東京理科大学）

会員の皆様やゆかりの方から寄せられたお祝いのメッセージの一部
をお届けします ※。また，化学と教育70巻5号（2022年）に掲載さ
れた記事を特別転載いたします。皆様からのお祝いメッセージや硤
合先生が本誌や本会ジャーナルにご寄稿いただいた記事は，本会
ホームページの特設ページで期間限定でご覧いただけます。
※誌面の都合により，すべてのメッセージをご紹介することがかないませんこと，ご理解賜
りますようお願い申し上げます。
https://www.chemistry.or.jp/news/information/post-621.html
https://www.chemistry.or.jp/news/information/bcsjcl.html

  会員の皆様からの
   お祝いメッセージ

ノーベル化学賞のご受賞を心よりお祝い申し上げま
す。日本化学会名誉会員の硤合先生の偉大なご研究
と業績に深く敬意を表します。今後のご健勝とます
ますのご活躍をお祈り申し上げます。
鳳城延佳（日本化学会副会長・出光興産）

先生のノーベル化学賞受賞を心よりお祝い申し上げ
ます。先生が受賞されて本当に良かったと思ってい
ます。今後のますますのご活躍を祈念申し上げます。
中田雅久（早稲田大学）

ノーベル化学賞ご受賞おめでとうございます。自然
界のホモキラリティーの起源に迫る不斉自己触媒反
応の素晴らしさを改めて認識致しました。ラセミ体の
左右の揺らぎさえも反映することに衝撃を受けたこと
を思い出しました。この化学の発展が楽しみです。
大熊　毅（北海道大学）
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ノーベル賞ご受賞おめでとうございます。先生の研
究は，自発的絶対不斉合成とホモキラリティーの起
源解明の一助となる画期的研究であると存じます。
改めて，ノーベル賞ご受賞おめでとうございます。
三好徳和（徳島大学）

Dear Kenso: Heartiest congratulations on your Nobel Prize 

in Chemistry 2026!!! It is a richly deserved honor for your 

discovery and truly semincal contributions to asymmetric 

catalysis.  

Iwao Ojima （尾島　巌）（State University of New York, 

Stony Brook）

硤合先生，おめでとうございます。向山先生が
Chemistry Lettersに毎号発表されていた頃，日本に
も日本の雑誌を大切にされている研究室があること
に感銘を受けておりました。私もちょっとだけ真似
をしようとしたことがありましたが，わずか 2ヵ
月で，出版までは校正などの目に見えない雑務が多
くあり，毎号出すのは不可能に近いことだと思い
知ったことがあります。先生もその流れを大切にし
てこられ，Bulletin of the Chemical Society of Japanや
Chemistry Letters，日本化学会誌に多く発表されてお
られること，尊敬しております。今回の受賞は向
山先生もさぞかし喜んでおられることと存じます。
Bulletin推しの私もとても嬉しく誇りに思います。
おめでとうございます。
御厨正博（関西学院大学）

硤合先生 本当におめでとうございます。東大佐佐
木研の高木です。在籍当時は，お世話になりました。
向山研というとサッカーで一度も勝てなかったこ
とを思い出します。硤合 先生も出ていましたよね。
今では，本当に良い思い出です。いつまでも，お元
気でいて下さい。
高木　繁（名古屋工業大学）

ノーベル化学賞ご受賞，心よりお祝い申し上げます。
ご受賞の知らせに大変感動いたしました。硤合研 2

期生として厳しくも温かいご指導賜りありがとうご
ざいました。先生のご指導を受けられたことを大変
光栄に思います。
長谷川均（ジー・サーチ）

ノーベル賞のご受賞，心よりお祝い申し上げます。
先日のキラリティシンポジウムで私のポスターにも
来ていただき，お話ししたばかりでしたので，今回
の朗報を大変うれしく拝見いたしました。先生と共
同研究をさせていただけたことを研究者として誇り
に思っております。今後とも生命のキラリティ研究
の方向性についてご指導いただけますように，引き
続きどうぞよろしくお願いいたします。
佐藤久子（愛媛大学）

ご受賞，おめでとうございます。他研究室の学生だっ
た私にも気さくに話しかけてくださり，いまに活き
るたくさんの激励をいただきました。心よりお慶び
申し上げます。
石谷暖郎（東京大学）

ノーベル化学賞ご受賞おめでとうございます。硤合
先生の Catalytic Asymmetric Inductionに関する最初の
論文が出た頃に拝読して関連の実験を行う機会があ
り，その後の発展もひそかに追いかけておりました
ので，大変嬉しく思うとともに心よりお祝い申し上
げます。
藤本ゆかり（慶應義塾大学）

ご受賞誠におめでとうございます。長きにわたる先
生のご研究の賜かと存じます。不斉合成を研究する
者にとって先生ご受賞は大変名誉なことであり，誇
りに思います。ますますのご健勝を祈念しております。
寺田眞浩（東北大学）
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ノーベル化学賞受賞おめでとうございます。私が大
学院生の頃に日本化学会の年会で，先生のご講演を
拝聴し，感動したことを今でも覚えております。現
在は，生体触媒を用いた不斉反応の研究を行ってい
て，先生の受賞が今後の研究の励みになりました。
満倉浩一（岐阜大学）

硤合先生，ノーベル化学賞受賞，おめでとうござい
ます！！　化学教室で，バレーボールチームでご一
緒したことが懐かしく思い出されます。また，その
先の私の研究人生において Chiral Chemistry研究の
末席に連なることになった身として，今回の先生の
受賞を大変誇りに思います。今後も日本の化学の発
展にご尽力いただけるようお願い申し上げます。
横山　泰（横浜国立大学）

ノーベル化学賞のご受賞おめでとうございます。長
年にわたり積み重ねてきた成果が大きな実りとなり
ました。一部共同研究に参加させていただいたこと
は私にとっても大変な誉れです。Soai反応が有機化
学の教科書に載るのを楽しみにしています。また，
研究がほぼ全て東京理科大で行われたことは，全国
の私立大学の教職員・学生に大きな自信を与えたと
思います。ありがとうございました。
新藤　斎（中央大学）

硤合先生のご研究の初期段階では，私どものグルー
プでも同じ不斉反応を扱っていたことを懐かしく思
い出します。ほぼ同時期に，野依先生，北村先生の
グループでも，同反応の詳細を研究されておられま
した。その中で，硤合先生のピリミジンカルボアル
デヒドとジイソプロピル亜鉛の組合せの不思議な現
象は，本当に大きな驚きを持って受け止めまていし
た。徹底的に反応を追求する姿勢は向山先生から受
け継がれた部分もあるのかもしれませんが，それに
しても，あの組み合わせを見つけられたのは，おそ
らく硤合先生の分子の世界を精密に嗅ぎ分ける優れ
た能力ではないかと思いました。カガン先生とも，よ
く硤合先生の反応について議論したことがあります
が，いつも非常に強い関心を示されておられました。
硤合先生もおっしゃっておられたように，カガン先
生との共同受賞は，この分野の基礎研究が，しっか
りと世の中に受け止められたことを示すものであり，
心強く，大変うれしく思います。これからもどうぞ新
しい有機分子の世界を切り開いていただけることを
期待しております。ノーベル化学賞受賞，誠におめ
でとうございました。
伊津野　真一（豊橋技術科学大学）

このたびは，ノーベル化学賞のご受賞，誠におめで
とうございます。長年にわたる先生の卓越した研究
成果が，世界的に高く評価され，このような栄誉に
輝かれましたことを，心よりお祝い申し上げます。
先生が発見された不斉自己触媒反応は，化学の発展
のみならず，生命の起源にも関わる非常に重要な研
究成果であり，先生の長年にわたる探究心とご努力
の結実に，深い敬意を表します。日本の化学研究の
素晴らしさを世界に示されたことは，私たち研究者
にとりましても大きな誇りであり，大きな励みになり
ます。改めまして，心よりお祝い申し上げます。今
後ますますのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。
辻野義雄（神戸大学）

このたびはノーベル化学賞のご受賞，誠におめでと
うございます。先生の長年にわたる独創的な研究が
世界的に評価され，このような栄誉につながったこ
とを，5号館で研究する者として，心より嬉しく，
また誇らしく思います。我々有機化学者にとっても
大きな励みとなります。今後ますますのご活躍を心
よりお祈り申し上げます。
木村　力（東京理科大学）

不斉自己触媒という独創的な発見が世界的に評価さ
れたことを，心よりお祝い申し上げます。生命のホ
モキラリティの起源，さらには宇宙における前生物
的なキラリティの起源と進化を考える上でも，私た
ちの研究分野に大きな影響を与えたご研究であり，
このたびの先生のご受賞に，心より敬意を表します。
薮田ひかる（広島大学）

772 化学と工業  │  Vol.79-11 November 2026




